
人文情報学から中琉関係史資料へのアプローチ 
デジタル化資料の長期維持に向けた取り組みの一つとして 

冨田千夏* 

要旨 
　収集した古文献資料の長期的な維持管理のなかで、資料を電子化することは資料保存
の目的や利用者の利便性を高める意義もあり、近年多くの資料保存機関がデジタルアー
カイブ事業を展開している。デジタルアーカイブを構築・運営していく上で多くの機関
が直面している問題は「如何にして長期的に維持するか」であり、その難しさは現在利
用ができない「沖縄の歴史情報研究会」の事例が物語っている。 
本稿では、デジタル化された資料の長期維持に向けた取り組みとして、「人文学に情
報学の技法や技術を応用する 」学問である人文情報学（Digital Humanities）の手法1

を取り入れ琉球大学附属図書館の「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイブ」をIIIF
（International Image Interoperability Framework）へ対応した事例や「沖縄の歴史
情報研究会」にて作成された「琉球家譜」のデータを再利用する試みを紹介する。現在
利用ができない状況である「沖縄の歴史情報研究会」テキストデータのうち、CD-ROM
版に収録されていた「琉球家譜」のデータについては現在の環境に適したデータの形へ
変換することで再度利活用が可能である。「琉球家譜」のデータファイルを現在の環境
で利用可能なデータに変換した上でデファクトスタンダードであるTEI（Text 
Encoding Initiative）に適用する試行的な取組みを通して、デジタル化された資料の長
期的な維持について機関側と研究者が出来る事とは何かを検討し、今後のデジタルコン
テンツのあり方について課題を共有したい。 

キーワード：デジタルアーカイブ、琉球家譜、TEI、人文情報学、Digital Humanities 

* 琉球大学附属図書館情報サービス課保存公開係長 
1 後藤真 「人文情報学と歴史学」『歴史情報学の教科書-歴史のデータが世界をひらく』文学通信、
2019、p22-22 。
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1.はじめに：琉球・沖縄関係資料のデジタル化の経緯と電
子化の意義 

　1950年に首里城跡地に琉球大学が開学した際に「琉球大学文化センター」として開
館 した附属図書館では、当時から積極的に琉球・沖縄研究に資する資料を収集し、2

1955年に受け入れた伊波普猷文庫をはじめ、島袋源七文庫（1957年）や仲原善忠文庫
（1967年）等のコレクションを収集し、現在に至っている。 
文書資料を収集・保存し、公開していく上で資料をデジタル化ししていくことは、資
料の保存のためになるべく現物資料へのアクセスを減らす意味 や、利用者の閲覧の利便3

性が高まる等の意義があり、総合的な学術研究への寄与に期待 したものである。琉球大4

学附属図書館では、1997年に宮良殿内文庫のデジタル化とその公開に始まり、2001年
には伊波普猷文庫、2003年に仲原善忠文庫等と20年以上にわたってデジタルアーカイブ
事業を実践してきた 。沖縄県内に目を向けてみても、近年沖縄県立図書館の「貴重資料5

デジタル書庫 」や南城市が構築運営する「なんじょうデジタルアーカイブ 」、さらに6 7

は沖縄県教育委員会による「琉球王国交流史・近代沖縄史料デジタルアーカイブ 」等が8

公開され、自治体によるデジタル化事業の展開が活発化している傾向にある。  9

 琉球大学附属図書館WEBサイト「沿革」を参照（https://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/about/history/）。2

 琉球大学附属図書館報『びぶりお』No.116 3

（https://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/lib_uploadfile/publication/biblio116.pdf）。
 琉球大学附属図書館報『びぶりお』No.140 4

（https://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/lib_uploadfile/publication/biblio140.pdf）。
 大谷周平、冨田千夏「琉球大学附属図書館のデジタルアーカイブ事業」『沖縄県図書館協会誌』22、5

2019。
 https://www.library.pref.okinawa.jp/archive/index.html。6

 https://nanjo-archive.jp/。7

 https://ryuoki-archive.jp/。8

 戦後の沖縄における資料の収集や編纂そしてデジタル化の概略については 、山田浩世, 小野百合9

子「戦後沖縄における資料収集・編纂と近年のデジタルアーカイブの取り組み」（『歴史学研究』
1024, 2022、28-39頁）を参照のこと。
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2.資料のデジタル化の課題：データベースの維持と長期保
存の問題 
デジタルアーカイブ等のコンテ
ンツを構築・運営している機関の
関係者にとって大きな関心事であ
り悩み事の一つに「システムを如
何にして維持・管理するか」とい
う点が挙げられる。数年毎に必
要に迫られるシステム更新に加え
て、更新後も定期的なメンテナ
ンスや保守に関する経費、担当
職員の人件費等のランニングコス
トを如何にして獲得していくかは大きな課題である。  10

琉球大学附属図書館では、所蔵する貴重資料のデジタル化と公開については1997年か
ら始めており文庫毎に個別のシステムで公開していた 。2012年度に「琉球・沖縄関係11

貴重資料デジタルアーカイブ」を構築し、各文庫をまとめて一つのシステムとして公開
することにした際には、それまでの画像のみの公開から、より使いやすさを重視し、解
題（とその英訳）、翻刻、現代語訳（一部は英訳）の付与を行ってきた。また、ビュー
ワーは史料画像と翻刻の情報を重ねて表示する機能（ガラスビュー ）を有しており、古12

文書学習への活用も期待したもので、商用のソフトウェア（Adobe社Flash）を使用して
いた。しかし、2017年7月に2020年末をもってFlash Playerのサポートを終了すること
が発表 されたことで、必ず直面するシステムの老朽化と共に対応を余儀なくされるこ13

 当館にとっても、デジタルアーカイブに関連する論考で何度も言及している程度には常に付きまと10

う問題である 。大谷周平、冨田千夏「琉球大学附属図書館のデジタルアーカイブ事業」『沖縄県
図書館協会誌』22、2019。 冨田千夏「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイブについて」『琉
球沖縄歴史』3、2021、122-127頁。
 大谷周平, 冨田千夏「琉球大学附属図書館のデジタルアーカイブ事業」『沖縄県図書館協会誌』22、11

2019。
 バゼル 山本登紀子「越境する沖縄関係資料－阪巻・宝玲文庫資料の電子化共有プロジェクト経験12

を通して」『阪巻・宝玲文庫の世界 事業報告・研究報告会 報告書 : The World of the Sakamaki/
Hawley Collection』、2017、9-46頁
 Adobe Blog「Flash とインタラクティブコンテンツの未来（原題：Flash & The Future of 13

Interactive Content）」、 2017年7月（https://blog.adobe.com/jp/publish/2017/07/26/
201707adobe-flash-update）。
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図1　旧「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイブ」
の「ガラスビュー」画面
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とになった。 
一方で、「沖縄の歴史情報」は科研費という研究者個人と密接に結びついたプロジェ
クトによるデータベースの長期的な維持管理に関して、機関運営のデータベースとはまた
異なる問題を有している。  14

「沖縄の歴史情報研究会」とは科学研究費補助金（科研費）の特定領域研究（A）「沖
縄の歴史情報」（研究番号：06208102, 研究代表者：岩崎宏之 ）に基づく研究会で、「本
研究は、領域研究の成果を取りまとめて研究成果報告書を作成し、領域研究の成果である
琉球・沖縄史と環東シナ海地域間交流史に関する各種歴史情報を、学界はもとより広くイ
ンターネット等を利用して一般に公開・利用に供することを課題とした。（研究概要 よ15

り）」とあるように、公開当時、Webサイト上では「歴代宝案」や「琉球家譜」「琉球王
国評定所文書」といった琉球・沖縄研究における基礎資料のデータベースが公開され、近
年まで活用されていた。プロジェクトの規模も大きく、その後の関連研究に大きな影響を
与えており、「歴史資料のインターネットを通じた画像公開やフルテキストデータによる
資料検索、基礎的なデジタルデータの整備を進めた点で画期的であった 」とされる。プ16

ロジェクトが終了した後も、データベースは維持されてきたが、数年前 より利用ができ17

ない状況が続いている。ただし、全てのデータにアクセスが出来なくなったわけでなく、
筑波大学附属図書館では、一部のデータベースが 利用可能であるほか、研究成果報告書18

としてCD-ROM版 （全10巻）が発行されており、どのようなデータが収集・公開されて19

いたのかを確認することは可能である。しかし中には「琉球王国評定所文書」や「歴代宝
案」のように、Web上では全文が検索対象となっていたものの、CD-ROM版への収録は一
部にとどまっているデータ もあり、従前の環境を補完するものとは言えない。 20

 山田浩世、小野百合子「戦後沖縄における資料収集・編纂と近年のデジタルアーカイブの取り組み」14

『歴史学研究』1024, 2022、28-39頁。
 特定領域研究(A)「沖縄の歴史情報」については、科学研究費助成事業データベースの該当ページ15

を参照（https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-06208102/）
 山田浩世、小野百合子「戦後沖縄における資料収集・編纂と近年のデジタルアーカイブの取り組16

み」『歴史学研究』1024, 2022、28-39頁。
 山田浩世、小野百合子「戦後沖縄における資料収集・編纂と近年のデジタルアーカイブの取り組み」17

『歴史学研究』1024, 2022、28-39頁によれば、2010年代までは利用可能な状況にあった。
 筑波大学附属図書館「沖縄歴史文献データベース検索」（https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/dbinfo/18

okinawa-db）。
 岩崎宏之『文部省科学研究費補助金重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」（領域番号：110）（平19

成6年度-平成9年度）CD-ROM版研究成果報告書』、岩崎宏之、1998。
 「琉球王国評定所文書」については目録のみ、「歴代宝案」についてはテキストデータの一部がCD-ROM20

に収録されている。

!242



人文情報学から中琉関係史資料へのアプローチデジタル化資料の長期維持に向けた取り組みの一つとして/冨田千夏 
!

前述のとおり、デジタルアーカイブ等のシステムの構築やその維持にはある程度の予
算が必要となってくるうえ、永続的なものではなく数年単位でシステム更新の必要に迫
られるものである。また、Adobe社Flashの例に代表されるように、特定企業の提供す
るソフトウェアに準拠した公開システムを採用した場合、企業のサポートが終了した際
に必要な機能が失われることも考慮しなければならない。 
長期的にデジタルアーカイブを維持するためにはどのようなシステムを導入すべきか、
を館内で検討する中でデファクトスタンダードであるIIIFとTEIに着目することになった
のである。 

3.IIIFとTEI：データの標準化技術 
　IIIF（International Image Interoperability Framework） は、WEB上においてデジタ21

ルコンテンツを効果的かつ効率的に公開し、共有するための仕組みであり、国内外の多
くのデジタルアーカイブシステムで導入され事実上の標準規格（デファクトスタンダード）
となっている 。沖縄県内では前述したとおり、琉球大学附属図書館が2019年に導入し22

たほか、沖縄県立図書館「貴重資料デジタル書庫」でも導入されている。IIIFの特徴の一
つとして、IIIFの規格にそって画像の公開をしておけばユーザー側は使い慣れたIIIF対応の
ビューワーを使用することができ、図2に示すように複数の資料画像を並列して表示する
こともできる 。 23

　TEI（Text Encoding Initiative） は、デジタルのテキスト資料をよりよく作成し、共24

有するための仕組みとして1987年にガイドラインが策定された 。欧米における人文学25

向けの電子化資料の構造化の手法としてデファクトスタンダートとなっているものであ
る 。日本では2016年にTEI協会東アジア/日本語分科会が設置され、国立国語研究所や26

東京大学史料編纂所等において日本語資料へのTEI準拠の取り組みが進められている 。27

 https://iiif.io。21

 IIIFについては、永崎研宣「CA1989 - 動向レビュー：IIIFの概要と主要APIバージョン3.0の公開」22

（カレントアウェアネス: https://current.ndl.go.jp/ca1989、2020）、および永崎研宣「デジタル
アーカイブシステムにおける標準化技術」（『情報の科学と技術』 71(4)、doi:https://doi.org/
10.18919/jkg.71.4_165、2021、165-170頁）を参考のこと。
 永崎研宣「デジタル文化資料の国際化に向けて：IIIFとTEI」『情報の科学と技術』2017、61-66頁。23

 https://tei-c.org/。24

 一般財団法人人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテキストデータ構築入門』文学通信、2022、25

36頁。
 永崎研宣「デジタル文化資料の国際化に向けて：IIIFとTEI」『情報の科学と技術』2017、61-66頁。26

 永崎研宣「デジタル文化資料の国際化に向けて：IIIFとTEI」『情報の科学と技術』2017、61-66頁。27
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2020年代に入り、日本国内においても「渋沢栄一ダイアリー 」「デジタル源氏物語 」28 29

等のTEIガイドラインを採用したデジタル化プロジェクトがいくつか進行しており、成果
が公表されている 。 30

2019年度に「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイブ」を更新するにあたって、
できるだけ安定した継続が望める仕組みを導入することを検討した。結果、デファクトス
タンダードであるIIIFは国内外の機関が導入しており他機関との連携も容易であることか
ら、今後の労力を抑制しさらに資料の可視性を高める等の利便性を高めることことにつ
ながると考え 採用することになった。また、IIIFと共に電子化資料の標準化技術として31

国内で徐々に広まりつつあるTEIはテキストデータの構造や固有表現をマークアップする
ことで、専門家にとって使いやすいデータとすることを目的としており 、詳細な書誌事32

項を含むメタデータを付与することもできる。将来的に「琉球・沖縄関係貴重資料デジタ
ルアーカイブ」の翻刻データへの適用の可能性も考慮し、職員の有志でTEI協会東アジア/
日本語分科会主催の勉強会に参加する中で、TEIの活用への試行として中琉関係史研究に
おいて重要な「琉球家譜」のテキストデータのTEI準拠に着手することにした。 

 渋沢栄一記念財団によるプロジェクト（https://shibusawa-dlab.github.io/app1/）。28

 有志団体による（https://genji.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/）。29

 2020年代のTEI関連のプロジェクトは、一般財団法人 人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテ30

キストデータ構築入門』（文学通信、2022、43-44頁）を参照のこと。
 大谷周平、冨田千夏「琉球大学附属図書館のデジタルアーカイブ事業」『沖縄県図書館協会誌』22、31

2019。
 永崎研宣「デジタルアーカイブシステムにおける標準化技術」『情報の科学と技術』 71(4)、doi: 32

https://doi.org/10.18919/jkg.71.4_165、2021、165-170頁。
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図 2　沖縄県立図書館蔵『歴代宝案』（写本・影印本）の比較
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4.琉球大学附属図書館「琉球・沖縄関係貴重資料デジタル
アーカイブ」の改修経緯 
「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアー
カイブ」のシステム更新にあたって、館内
では2018年より更新に向けた準備に取り
掛かり、2019年度に導入経費を獲得 、新
システムの構築を行い、2020年にデータ移
行につづき正式公開となった。画像の公開
システムについて国際標準的な規格である
IIIFを導入した。これによりIIIFに対応し
た他機関との連携が容易となり、検索性を
より向上させることができるようになって
いる 。現在、国立国会図書館（NDL）33

サーチ や、NDLサーチをつなぎ役として34

ジャパンサーチ 、さらにはCultura l 35

Japan との連携が完了している。また、36

2021年から国文学研究資料館の「日本語
の歴史的典籍の国際共同研究ネットワー
ク構築計画（略称：歴史的典籍ＮＷ事
業）」にも参加しており、「新日本古典籍総合データベース」上でも資料の利用が可能と
なっている 。この他、本デジタルアーカイブのアウトリーチ活動の一環として、市民参37

加型のくずし字読解プロジェクト「みんなで翻刻」とも連携しており、これまでの利用者
層に加えて多分野の研究者へ可視性を高めることに繋がると考えている。 
　また、本デジタルアーカイブで公開している資料の二次利用については、法的（著作

 冨田千夏「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイブについて」『琉球沖縄歴史』3、2021、122-33

127頁。
 https://iss.ndl.go.jp/。34

 https://jpsearch.go.jp/。35

 https://cultural.jp/。36

 2021年1月13日に琉球大学附属図書館と国文学研究資料館との間で「日本語の歴史的典籍の国際協37

働研究ネットワーク構築計画におけるデータベース構築に関する覚書」を締結した。(琉球大学附属
図書館報『びぶりお』Vol.54（通号:171号） 
（https://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/lib_uploadfile/publication/biblio171.pdf）。
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図 ３　琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイ
ブの画面
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権・肖像権）上の制約があるもの以外については資料提供者側の都合による条件をつけ
ず自由な利用を可能とするようにしている 。 38

5.「琉球家譜」のTEI準拠：「沖縄の歴史情報研究会」の
データを再利用する 

　本稿では、前述CD-ROM版に収録されていた『那覇市史』の家譜資料編のテキストデー
タを現在の環境において利用可能なデータ形式に変換すると共に、試行として一部のデー
タをTEIに準拠したマークアップを行い、機械可読可能なXMLファイルとして作成し、研
究上の利活用の可能性について提案を行うことを目的としている。 

5-1. CD-ROMに格納されたデータを変換し、XMLファイルに組み込む 

　琉球家譜のデータはCD-ROM版第５巻に収録されており、それぞれ『那覇市史』資料編
の久米系家譜（1-6） ,首里系家譜（1-7） ,泊・那覇系家譜（1-8） として刊行されたも39 40 41

のに依拠したテキストデータ を有するHTMLファイルであった。ページ毎にファイルが42

分かれていたため、全てのページの文字コードをShift-JISからUTF-8へ変換した後に拡張
子をhtmlファイルからtxtに変換し、『那覇市史』の各冊単位で１ファイルとなるように結
合処理した。さらにXMLファイルにテキストを取り込み、不要なHTMLタグを除去するな
どのクリーニングを行った。その際、HTMLの各ファイルのtitleタグは、『那覇市史』に
おけるページ番号と一致するため、TEIガイドライン(P5)の<pb>（page beginning）エレ
メント に変換した。 43

 画像の二次利用についての考え方については、 冨田千夏「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアー38

カイブについて」（『琉球沖縄歴史』3、2021、122-127頁）を参照のこと。
 那覇市企画部市史編集室編『那覇市史 資料篇 第1巻 6 (家譜資料 2 久米系)』那覇市企画部市史39

編集室, 1980年。
 那覇市企画部市史編集室編『那覇市史 資料篇 第1巻の7 (家譜資料 3 首里系)』那覇市企画部市40

史編集室, 1982年。
 那覇市企画部市史編集室 編『那覇市史 資料篇 第1巻 8 (家譜資料 4 那覇・泊系)』那覇市企画部41

市史編集室, 1983年。
 「沖縄の歴史情報研究」における琉球家譜のテキストデータ作成に関しては、豊見山和行「「琉42

球家譜」テキストデータベースの作成」（『重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」 : 総括班研
究成果報告書』、1998、235-238頁）を参照のこと。
 https://www.tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-pb.html 。43
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5-2. 画像処理されていた文字情報をUnicodeに変換する 
　ある程度、不要なタグを除去した段階で、当時テキスデータとして入力ができない文
字（外字）の処理を行った。当時テキストデータの作成を担当していた豊見山和行の報
告によれば、テキスト上で入力できない文字については、☆印で前後をかこみ、☆艸辛
☆（「莘」）のように表示したとある 。この情報をHTMLファイル上では、GIF形式の44

画像ファイルとして処理しており、ファイル名は「今後の展開も考慮し 」Unicode45

（JIS X 0221）に対応させ、JIS X 0221に存在しない漢字については、画像処理ソフト
で作成した画像ファイルとして処置されていた 。HTMLファイルには、テキストに組込46

まれた画像ファイルは、例えば「丰」であればUnicode「4e30」をファイル名として
<img src="../font/4e30.gif">とimgタグとして処理されていたため、Unicodeへの一括変
換が可能と判断した。imgタグとUnicodeへの置換リストをExcelにて作成し、それを基
にPythonのプログラムコードを使用して一括変換を行った 。当時Unicodeにない文字47

の画像ファイルについては、今後の作業上で確認しだい都度変換することにしている。 

5-3.「琉球家譜」データのTEIマークアップ 
1. 書誌事項等、メタデータのマークアップ 
　上記までの作業を経て、「琉球家譜」のテキストへのTEIによるマークアップ作業に着
手することができる。試行として、『那覇市史 第1巻 6 (家譜資料 2 久米系)』に所収され
ている「王姓家譜（小渡家） 」のデータを対象とした。 48

　TEIにおいて、ヘッダー（teiHeader）は極めて重要な要素とされ、ガイドラインにおい
ては必須の項目となっており、元の資料との関係性や作業者の情報等をファイルの中に記
述しておくことで、ファイル単体でもそのテキストデータの概要について共有することが
できる 。ヘッダーのエレメントである<fileDesc> (file description) のなかに、電子ファ49 50

 豊見山和行「「琉球家譜」テキストデータベースの作成」『重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」 : 44

総括班研究成果報告書』、1998、235-238頁。
 桶谷猪久夫「「琉球家譜」の検索システム」『重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」 : 総括班45

研究成果報告書』1998、239-247頁。
 桶谷猪久夫「「琉球家譜」の検索システム」『重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」 : 総括班46

研究成果報告書』1998、239-247頁。
 Pythonのソースコードの作成と変換作業は琉球大学附属図書館の大谷周平氏にご協力いただいた。47

 那覇市企画部市史編集室編『那覇市史 資料篇 第1巻 6 (家譜資料 2 久米系)』那覇市企画部市史48

編集室、1980、1-17頁。
永崎研宣「歴史データのさまざまな応用 -Text Encoding Initiative の現在-」『歴史情報学の教49

科書　歴史のデータが世界をひらく』文学通信、2019、131-154頁。
 https://tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-fileDesc.html。50
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イルに関する書誌事項や、元の書籍に関する書誌事項等を記録することができるので、テ
キストデータが作成された「沖縄の歴史情報研究」に関する情報や、『那覇市史』の書誌
事項、マークアップの作業者の情報について記述することにした。 

　また、file description の中には<sourceDesc>(source description)という電子テキスト
のもとの資料について記述をするエレメントがあるが 、ここには、テキスト中に登場す51

る個人のリストである<listPerson> (list of persons) や、場所のリスト<listPlace> (list of 52

places) を作成する項目がある。場所のリストには位置情報を記述することもできるの53

で、後の機械分析に活用できる情報として入力する(図5および6)。 

 https://www.tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-sourceDesc.html。51

 https://www.tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-listPerson.html。52

 https://www.tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-listPlace.html　なお、<listPerson>53

については、ヘッダのほかに<text>の中の<back>に記載することも可能である（一般財団法人 
人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテキストデータ構築入門』文学通信、2022、175頁）。
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図4　TEIヘッダの冒頭部分
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TEIヘッダの最後には<encodingDesc> (encoding description)エレメント を付与し、54

<projectDesc>(project description) として、この作業の経緯を明記しておくとともに入55

手元のCD-ROM版への書誌事項へのリンクを参照情報とすることにした 。また、各家譜56

について、那覇市が発行している『氏集』の番号を参照情報とするために同書の書誌事項
についても明記した（図7）。 
 

 https://www.tei-c.org/Vault/P5/4.3.0/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-encodingDesc.html。54

 https://www.tei-c.org/Vault/P5/3.4.0/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-projectDesc.html。55

 『人文学のためのテキストデータ構築入門』170頁に、「このエレメントは、この文書を他の人が56

コンピュータで処理・分析する際の拠り所となるものですので、可能な限り詳細に記述しておくこ
とが重要です（一般財団法人 人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテキストデータ構築入門』
文学通信、2022）」とあり、今後情報を追加していく予定である。
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図 7_<encodingDesc>の情報

図6　<listPlace>地名のリスト表示図5　<listPerson>人名のリスト表示
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2.基本的な久米村家譜の文書構造をマークアップする 
TEIヘッダの情報の次は「琉球家譜」の本文テキ
ストへのマークアップに進む。久米村家譜の基本的
な文書構造を『王姓家譜（小渡家）』を例として図
式化すると図8のようになる。 
まず、世系図があり、各個人の履歴となる「紀録」
になるが、紀録部分は、生没年や父母や妻子等の情
報部分の他、官爵の情報、職歴に該当する「勛庸」、
知行地に関する情報である「采地」、子女の婚姻に
関する情報である「婚嫁」に分かれている。 
この各個人の「紀録」と内部の情報の構造を以下
のようにマークアップする。 

๏各個人の「紀録」毎に<div> (text division)エレ
メント を使用して分割する。 57

๏「紀録」の内部構造は<ab>(anonymous 
block)エレメント を使用し、「官爵」「勛58

庸」等の項目毎にアトリビュート（属性：＠type）を付与することにした。 

3.世系図（家系図）をマークアップする 
「沖縄の歴史情報研究」では、「琉球家譜」のテキストデータ作成に際し、文字情報
のデータ化を基本としたために、『那覇市史』の各家譜の冒頭に掲載されている世系図
（家系図）については省略し、WEB上で画像の掲載として提供していた 。 59

　TEIでのマークアップにあたり、『那覇市史』に掲載されている情報はなるべく入れた
いため、これらの世系図の情報もマークアップしたテキストとして入力することにした。 
TEIガイドラインに掲載されている「19 Graphs, Networks, and Trees 」は、家系図60

や、写本系統図のようなツリー構造のデータをマークアップする際に使用できる記述方法

 https://www.tei-c.org/Vault/P5/2.9.1/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-div.html 。57

 https://tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/en/html/ref-ab.html 。58

 豊見山和行「「琉球家譜」テキストデータベースの作成」『重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」 : 59

総括班研究成果報告書』、1998、235-238頁。
 https://tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/en/html/GD.html。60
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王姓家譜（小渡家）

世系図

五世正議大夫諱裕之

童名・字など 
父母の情報 
妻子の情報

官爵

勛庸

采地

婚嫁

六世三錫

図8　久米村系家譜の基本的な構造図
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である。具体的に「19.1.2 Family Trees 」とし61

て家系図をマークアップする方法もあるが、これ
は父母および子とその婚姻等の関係性を詳述する
ことが想定されているため、父と子の関係しか記
述されていない琉球家譜の世系図 に適応するに62

は沿わないと考えた。今回は「19.2 Trees 」を63

参照して、世系図に記載された通りの情報をマー
クアップすることにして、図9の世系図の情報を
図10のようなデータとして作成した。 
 
 
 
 

 

 https://tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/en/html/GD.html#GDFT。61

 妻や子の婚姻関係については個人の「紀録」部分にそれぞれ詳述されている。62

 https://tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/en/html/GD.html#GDTR。63
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図9　王世家譜（小渡家）の世系図（部分）『那
覇市史　資料篇 第1巻 6 (家譜資料 2 久米系)』
（1980）より

図10　世系図のマークアップ
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4.渡唐関係記事のマークアップ 
　琉球家譜における個人の紀録のうち業績履歴に関する「勛庸」には、進貢や接貢等の渡
唐に関する具体的な内容が記録されている部分となっている。 
　本データのもととなった科研「沖縄の歴史情報」では、テキストデータの作成時に、よ
り検索性を高めるために底本である『那覇市史』から若干の改変が行われており、年号が
「同年」とあれば前の行の年号の繰り返しとして入力されている他、刊行時の書式どおり
ではなく文章の区切り位置で改行するなどの処理がされている 。年号については、「十64

一」「拾一」といった表記の揺れは多少あるにせよ、ある程度機械的に処理できること
がわかり今後の作業の効率化につながる 。改行位置についても修正はせずにそのまま活65

用することにした。各行ごとに<s>(s-unit) エレメントで区切り、属性(＠type)として、渡66

唐の目的（進
貢・接貢・勤
学等）を付与
することにし
た。つづいて、
文章中の地名
や人名といっ
た固有表現を
中心にタグを
付けていくが、
地名や役職名
等において同
じものを指し
ていながら違
う表記がなさ

 豊見山和行「「琉球家譜」情報化の問題点」『重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」 : 総括班・64

沖縄3研究班合同研究会報告集』1996、16-17頁を参照。なお、改変の内容については、
<teiHeader>の<encodingDesc> (encoding description)に記述する予定。
 今回は渡唐の記事については試行として旧暦の月日までを西暦に変換して入力した。入力の際に65

は中央研究院数位文化中心より提供されているデータベース「両千年中西暦転換」（https://
sinocal.sinica.edu.tw/）を活用している。
 https://www.tei-c.org/release/doc/tei-p5-doc/ja/html/ref-s.html。66
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図11　渡唐関係記事のマークアップ
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れている場合もあることから、それらを検索や分析の際に同一のもととして判定できるよ
う、属性（@sameAs）に情報を付与している 。 67

5-4. データの活用：人文情報学の中琉交流史研究への可能性 
TEIに準拠したXMLファイルとして作成した「琉球家譜」のデータは、XML向けに提供
されるツール等で活用が可能である。 
最もシンプルな活用方法としては検索用のテキストデータとして使用することであるが、
正規表現やXPathによる検索を使用すればより高度な活用が可能となる。 
正規表現（Regular Expression）は、「任意の文字列の集合を、記号を用いて一つの文
字（列）で表現する方法 」で、置換や検索の際に便利な記述方法である。例えば、「琉68

球家譜」のテキスト上では「大通事」と「都通事」が混在していることがあるが、その場
合はテキストエディタの検索ツールにおいて正規表現を有効にした上で「(大|都)通事」と
検索ボックスに指定することで、「大通事」も「都通事」を検索結果として表示される。
正規表現については、詳述されているWEBサイトも多くあるので参照されたい。 
XPathについては、XMLファイル上にタグ付けされた情報を用いてデータを絞り込むこ
とが可能なルールであり 、本稿のテキストでは例えば<placeName>や<persName>でタ69

グ付けされた地名や人名の抽出や検索、年号や位置情報に基づいたデータの抽出などが
可能である。<s>(s-unit)エレメントでタグがつけられた行のうち、進貢や接貢等の属性で
絞り込むこともできる。 
PythonやJavaScriptなどのプログラミング言語を使用して機械処理すればさらに活用の
幅が広がる。マークアップの方法次第では、テキストに付与した位置情報を利用して地図
データ上で可視化ができるなど、より中琉交流史研究へ資するデータを作成することがで
きると考えている。 

 一般財団法人人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテキストデータ構築入門』文学通信、67

2022、175頁。
 一般財団法人人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテキストデータ構築入門』文学通信、2022、68

185頁。
 一般財団法人人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテキストデータ構築入門』文学通信、2022、69

185頁。
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6. 電子テキスト資料を長期的に維持するには：課題と展望 
　テキストデータや画像データとして電子化した文書資料を長期的に維持する為に重要な
事として、管理側にとって継続しやすい仕組みや長期保存しやすいデータのあり方を模索
していくと同時に、「如何に多くの利用者に利用されていることを示せるか」という点も
挙げられる。デジタルアーカイブなどのコンテンツ経費を継続して確保していくためには、
システムの有効性をステークホルダーに対してどのように示せるかも重要であり、そのた
めにはデジタルアーカイブがどの程度教育・研究に寄与し、社会貢献につながったのかが
「可視化」できることが求められている。 
　また、コンテンツを管理している機関だけの問題にせず、研究者や利用者をも巻き込ん
でデータの長期維持のあり方を検討し、活用していくことも可能であろう。その意味では
「みんなで翻刻」や「デジタル源氏物語」の取り組みは機関側が提供する共有可能なコン
テンツを有志の研究者によるプロジェクトによって、研究への活用や利便性の高いデータ
の作成に繋がる先例だと考えられる。本稿で取り扱った「王姓家譜」のエンコーディング
作業は試行であり、本格的に「琉球家譜」のTEI適用を進める場合は、データの利活用や
分析の方向性を考え、どのような構造にするべきかを検討したうえで、「琉球家譜」やTEI
への関心がある研究者との連携によって取り組む事が、よりデータの長期的な維持や活用
が望めるのではないか、という点を挙げて本稿のまとめとしたい。 

謝辞 
本発表は国立大学図書館協会海外派遣事業の助成を受けたものである。 
本研究においては一般財団法人人文情報学研究所主席研究員永崎研宣氏および琉球大
学附属図書館情報管理課雑誌情報係長大谷周平氏に多大なる協力やご教授を賜った。ま
た、TEI-C東アジア/日本語分科会の勉強会への参加によって、TEIはじめ人文情報学に
関する知見を広げることができた。ここに記して感謝の意を示す。 

【参考文献】 
1. 一般財団法人 人文情報学研究所[監修]『人文学のためのテキストデータ構築入門』文
学通信、2022。 

2. 岩崎宏之『文部省科学研究費補助金重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」(領域番
号:110)(平成6年度-平成9年度)CD-ROM版研究成果報告書』、岩崎宏之、1998。 

3. 大谷周平, 冨田千夏「琉球大学附属図書館のデジタルアーカイブ事業」『沖縄県図書館
協会誌』22、2019。 

!254



人文情報学から中琉関係史資料へのアプローチデジタル化資料の長期維持に向けた取り組みの一つとして/冨田千夏 
!

4. 桶谷猪久夫「「琉球家譜」の検索システム」『重点領域研究「沖縄の歴史情報研
究」 : 総括班研究成果報告書』1998、239-247頁。 

5. 後藤真 「人文情報学と歴史学」『歴史情報学の教科書-歴史のデータが世界をひらく』
文学通信、2019、p22-22 。 

6. 高良倉吉「総合解説」『平成23年度琉球大学附属図書館貴重書展　文献資料にみる八
重山・琉球』琉球大学附属図書館、2011、1頁。 

7. 冨田千夏「琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイブについて」『琉球沖縄歴史』3、
2021、122-127頁。 

8. 豊見山和行「「琉球家譜」情報化の問題点」『重点領域研究「沖縄の歴史情報研
究」 : 総括班・沖縄3研究班合同研究会報告集』1996、16-17頁。 

9. 豊見山和行「「琉球家譜」テキストデータベースの作成」『重点領域研究「沖縄の歴
史情報研究」 : 総括班研究成果報告書』、1998、235-238頁。 

10.永崎研宣「デジタル文化資料の国際化に向けて：IIIFとTEI」『情報の科学と技術』
2017、61-66頁。 

11.永崎研宣「歴史データのさまざまな応用 -Text Encoding Initiative の現在-」『歴史
情報学の教科書　歴史のデータが世界をひらく』文学通信、2019、131-154頁。 

12.永崎研宣「CA1989 - 動向レビュー：IIIFの概要と主要APIバージョン3.0の公開」、カ
レントアウェアネス: https://current.ndl.go.jp/ca1989、2020。 

13.永崎研宣「デジタルアーカイブシステムにおける標準化技術」『情報の科学と技術』 
71(4)、doi:https://doi.org/10.18919/jkg.71.4_165、2021、165-170頁。 

14.那覇市企画部市史編集室『那覇市史　資料篇 第1巻 6 (家譜資料 2 久米系)』那覇市企
画部市史編集室、1980。 

15.バゼル 山本登紀子「越境する沖縄関係資料－阪巻・宝玲文庫資料の電子化共有プロジェ
クト経験を通して」『阪巻・宝玲文庫の世界 事業報告・研究報告会 報告書 : The 
World of the Sakamaki/Hawley Collection』、2017、9-46頁 

16.山田浩世, 小野百合子「戦後沖縄における資料収集・編纂と近年のデジタルアーカイブ
の取り組み」『歴史学研究』1024, 2022、28-39頁 

17.Adobe Blog「Flash とインタラクティブコンテンツの未来(原題:Flash & The Future 
of Interactive Content)」、 2017年7月25日、https://blog.adobe.com/jp/publish/
2017/07/26/201707adobe-flash-update 

!255

https://doi.org/10.18919/jkg.71.4_165%25E3%2580%25812021%25E3%2580%2581165-170%25E9%25A0%2581%25E3%2580%2582
https://blog.adobe.com/jp/publish/2017/07/26/201707adobe-flash-update
https://blog.adobe.com/jp/publish/2017/07/26/201707adobe-flash-update


海邦養秀—第十八屆中琉歷史關係國際學術研討會論文集 
!

人文情報學之於中琉關係史資料的展望 
―數位化資料的長期維持之一環― 

富田千夏* 

摘要 
在對收集而來的古文獻資料之長期維持管理的課題上，資料的數位化處理無論在資料

保存的目的上或是利用者的便利性而言都有更高一層的意義，於是近年來多數的資料保存

機關開始推動數位化資料事業。然而很多機關在數位化資料的架構和運作上所面臨的問題

是「如何長期維持」，這個難處就從目前無法利用的「沖繩歷史情報研究會」的實例開始

說起。本稿針對數位化資料的長期維持課題，就「人文學上情報學技法和技術的應用」之

人文情報學的手法採用，試舉琉球大學附屬圖書館的「琉球沖繩關係貴重資料數位化資料」

之IIIF（International Image Interoperability Framework）化處理事例以及重新啟動「沖

繩歷史情報研究會」所作「琉球家譜」資料的嘗試。現在無法使用之「沖繩歷史情報研究

會」的原檔中，以CD-ROM版收錄的「琉球家譜」資料，可以轉換成適用於現在系統的形

式，再度受使用。藉著「琉球家譜」的資料文件的現行系統，採用實際標準的TEI（Text 

Encoding Initiative）試行轉換，希望能就有關數位化資料的長期維持，一起檢討所屬機

關及研究學者所能做的努力，期待今後能將數位化資料內容有關的課題共同分享。 

關鍵字：デジタルアーカイブ、琉球家譜、TEI、人文情報學、Digital Humanities 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
*琉球大學圖書館情報服務部保存與宣傳科科長
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